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本校の子どもたちの様子を
見ていると青少年指導員の皆
様方をはじめ、地域の方々に
助けられ、周囲の温かい環境
の中で育まれていると感じま
す。地域運動会などの様々な
地域行事が活発に行われ、そ

れらに参加することで多くの友だちとふれあうこと
ができます。
それだけではありません。子どもたちの安全につ

いても十分にご配慮いただいており、登下校をはじ
め安心して校外での活動ができています。
これらは青少年指導員をはじめ地域の方々のおか
げです。これからも学校と青少年指導員を中心とし
た地域との連携を十分にとっていきたいと考えてお
ります。

◆第 5回 チャレンジフェスティバル
（5月 15日　戸塚小学校）

◆戸塚区青少年指導員　全体研修会
（6月 12日　フレンズ戸塚）

◆社会環境実態調査
（7月 1日～ 31日　各地区）

◆全市一斉統一行動　パトロール活動
（7月 23日　各地区）

活動報告（4 月～ 8 月）

◆第 29回 戸塚ふれあい区民まつり
11月 3日（祝）
東戸塚小学校グラウンド
各地区による模擬店や青少年指導員による
工作教室のコーナーがあります。

◆児童文化作品展
12月
戸塚地区センターにて開催予定
各地区の子どもたちの作品の展示や青少年
指導員による手作りコーナーがあります。

◆中学生ボウリング大会
平成 18年 3月
戸塚ボウリング場にて
開催予定

行　事　紹　介

青少年指導員と学校
横浜市立矢部小学校校長 水越　正

青少年指導員の皆様には日
頃より、さまざまな取組を通
して青少年の健全育成、子ど
もたちをとりまく社会環境の
健全化にご尽力いただいてい
ますことに心から敬意を表し
ます。

学校関係で子どもたちの健全育成を目的とした組
織としては、学校・家庭・地域協働推進協議会（16
年度まで、学校・家庭・地域連携事業）、学校警察
連絡協議会、PTA組織であれば地区校外委員会等が
あげられるでしょう。
学校・家庭・地域連携事業が連携を「協働」と名
称を変えました。これまでの学校主導、主体の事業
ばかりでなく、家庭、地域がより積極的に係わり、
事業の趣旨を一層高めようということでしょう。
青少年指導員や地域の事業に中学生の参加が少な
く苦労しているようで、要請に応じ部活動単位で対
応している学校もあるようです。結構、ボランティ
ア活動を含め、中学生も機会が与えられれば喜んで
活動している様子です。地域の活動やさまざまなボ
ランティア等体験活動を通して、社会に貢献できる
人に成長できるよう、中学生全員が参加できる制度、
システムづくりが必要かもしれません。

青少年健全育成事業に関して
横浜市立平戸中学校校長 寺澤 雄二
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朝の集合風景

ろくぼくつかまり

子丸太切り

体育館 競技風景 輪なげ 幅飛び

5 月 15 日（日）第 5回チャレンジフェスティバルが開催されまし
た。天候に恵まれ全種目低学年・高学年の部に分かれチャンピオンの
栄誉に向けて懸命に取り組む姿が見られました。今回も初挑戦でチャ
ンピオンになった友達や、前回2位 3位だった子が頑張ってチャンピ
オンになった友達もいました。
来年も5月に開催する予定です。自分の特技を活かして、来年こそ
はチャンピオンになるという意気込みで今から準備を始めてはいかがで
すか、必ず努力の結果は出るものです。君もチャンピオンになれる！
来年のチャレンジを待っています。

君もチャンピオンになれる！君もチャンピオンになれる！

幅跳び ★ゆうしょうしたので とてもうれしかった。（仲山 広明）
★ちゃんぴおんになって うれしい。（へき くれは）

ジャンプ ★すごくたのしくできたしすごくしっかりできました。（福寿 翼）
★ぼくは、チャンピオンになるとは、おもわなかったけど
チャンピオンになれて よかったです。（北原 しんぺい）

片足立ち ★最初はドキドキしていて1位になれるとは思わなかったけど、や
ってみたらけっこう楽しくてしばらくたってくると「今トップだ
よ。」といわれてうれしかったです。27分もできると思っていなか
ったのにできて、うれしかったです。（阿部 直紀）
★はじめに少し、きんちょうして、たくさんぐらついていた
けど、だんだんなれて ずっとかたあしでたっていました。
人のやるのをみて やりかたをおぼえてやったので、ほかの
人のおかげでもあるとおもいます。（赤堀 さき）

チャンピオンの声チャンピオンの声
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コーナーチャンピオンのみなさんコーナーチャンピオンのみなさん

種　目
高学年チャンピオン 低学年チャンピオン

氏 名 記 録 氏 名 記 録

幅跳び 仲山　広明 1m82cm へき　くれは 1m62cm

ジャンプ（垂直跳び）福寿　翼 41cm 北原　しんぺい 41.5cm

片足立ち 阿部　直紀 27分51秒 赤堀　さき 16分35秒

ろくぼくつかまり 中川　ひろき 10分11秒 長谷川　愛永 15分47秒

握力 福寿　翼 右28Kg/左 26.5Kg 山口　徹 右18Kg/左 12Kg

片足なわとび 山本　優花 1分13秒48 尾形　希莉子 34秒 10

数字かき 林　　せいや 78文字 赤堀　さき 105文字

お手玉 仲山　広明 110回 あらい　はやて 156回

羽根つき 古本　直己 223回 あらい　はやて 73回

輪なげ 中原　あや 22点 ふくい　ゆき 30点

けん玉 長野　沙紀 323回 ながの　ひろみ 3回

こままわし 小岩　良成 1分7秒 宇治　大和 1分

スリッパとばし 福寿　翼 14m80cm 青柳　雄二郎 11m40cm

子丸太切り 富樫　真結 5秒56 小松　将徳 15秒

まりつき 林　　せいや 7秒97 松野下　遥 10秒 94

グランドダーツ 浅岡　誠人 30点 望月　優成 39点

チャンピオン ジャンプ

グランドダーツ

こままわし

平均台

記憶力 当麻　沙織 12文字 石川　ゆう花 10文字

平均台 菊池　嵐 2秒73 しぶや　かける 2秒 77

大声出し 奥井　正哉 133ホーン 山下　かずま 131ホーン
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当だより42号をお届けします。
多くの方々に、もっと青少年指導員の活動を知っていただき、各種行事等に参加して
いただくことを願っております。ご意見・ご要望をお聞かせください。

平成17年 6月 12 日（日）フレンズ戸塚　多目的研修室等で、区内17地区 99 名が集い、
青少年指導員の勉強会である全体研修会が行われました。
今年度は年2回の開催とし、その第1回目は3地区の事業活動を紹介し、その後分科会において、それぞ
れの地区の特徴、取り組み方、問題点などを協議しました。
各地区の活動を参考に、より一層充実した青少年指導員活動を行うことを改めて認識した有意義な研修会
となりました。

＜戸塚第二地区＞
私たちの地区は、3町内会で組織されておりますが、西口再開発のた
め所帯数は減っております。
「体験サマーキャンプ in 赤城」と銘うって、毎年8月の最終の土曜日
から2泊 3日で群馬県の赤城林間学園に行っています。数年前から群馬
県を知ろうということで始めたガラス工房でのサンドブラストのコップ
と、牧場での乳搾り・バター作りは好評です。野菜とパンを持参し、自
分たちで作ったバターをつけて食べる昼食はとてもおいしいです。
学園では、カレー作り・流しそうめん・児童文化教室・スポーツ・キャンプファイヤー・夜の散歩と盛
りだくさんです。戸塚から持って行く竹での流しそうめんは、参加者全員が大喜びです。

サマーキャンプサマーキャンプ

＜平戸地区＞
当地区は、国道1号線（平戸～山谷）を中心に環状2号線・平戸桜木道路が通る住宅地ですが、「平戸
果樹の里」や公園も多い比較的自然に恵まれた地域です。
地区には9名の青少年指導員（青指）がおり、体育指導委員と合同で、月1回の会合をもち、運動会
をはじめ、地区連合町内会の各種行事をサポートしていますし、少年少女スポーツ大会も行っています。
青指独自では、毎年「工作教室」を開催しています。これは地区内の小学生に集まってもらい、保護者
なしで自ら工作させる集いです。毎年「何を作るか」で頭を悩ませるのですが、昨年は学校では難しくて
扱えない、ナタやドリルを使う「大根てっぽう」に挑戦してもらいました。地区にあるお寺の境内から切
り出した竹を発射台にして、竹串の先端に1センチ角の大根をつけ、輪ゴムで大根を飛ばすもので、青指
が適宜手伝いながら作りました。
出来上がった「大根てっぽう」は、地区のコミュニティハウスフェスティバルや区の児童文化作品展に
展示しました。
工作教室のあとは、児童が皮むきをしたじゃがいも・にんじんを使ったカレーライスに舌鼓をうちまし
た。今後とも子どもたちに物づくりの楽しさを会得できるような工作教室にしていきたいと思います。

工 作 教 室工 作 教 室

＜上倉田地区＞

当地区には青少年指導員で行う年間事業と、町内会や体育指導委員と共催する年間事業が数多くありま
す。その中のひとつ紙飛行機大会を紹介します。
当大会は、小中学校の学校区の関係で、子どもたちのことも考え、上倉田・下倉田の両地区が合同で行
っています。この特徴は、① 費用をあまり掛けず ② 参加者を多く ③ 大人も参加できる という事です。
また、当大会をとおして、① 小学生親子と青少年指導員とのコミュニケーション ② 作品を創る過程
で子どもたちの創造性と協調性の育成 をねらっています。
紙飛行機は、参加者各自が羽根・胴体など部分を印刷した厚紙から切り取って作ります。競技方法は小
学校低学年・高学年・大人の各クラス別に、屋内での滑空時間を競うものです。
今年は2月 6日に、倉田小学校の体育館で行いました。参加者は90名と、前年の50名に対し大幅な
増加となりました。
今後とも多くの子どもたちが、参加し楽しめるような大会にしていきたいと思います。

紙飛行機大会紙飛行機大会
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